
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第６７号 （平成３１年４月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆娘の卒業式、これで私も親卒業！？◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、この通信で何度か登場しております、私の一人娘が、 

先日、３月１６日（土）に大学を無事に卒業いたしました。その卒業式に向けての準

備は、かれこれ８カ月前、昨年の７月から始まっていました。成人式の着物を選ぶと

きに、レンタルのお店の方から上手に営業され、卒業式に着る衣装と言いますか、

袴もすでに決めていました。 

卒業式当日は土曜日ということもあり、例によって私は運転手。式典は１３時から

だったので、比較的スケジュールにはゆとりがあったのですが、当人たちは美容院

だとか着付けだとかがあり、逆算して自宅を朝７時半には出発。娘と妻を送り届け、

自分は後から行けばいいかなぁと思っていたら、そうではありませんでした。 

実は、式典の会場に入れる親の数には制限があり、その座席番号券が先着順で

配布されるとのこと。私はそれを取得すべく、一人で電車とバスを乗り継いで、その

まま学校に向かいました。人数制限と言っても４２０人も入れます。当日、会場に入

れなかった親御さんは、併設された体育館で放送されるライブ配信を見るということ

だったのですが、妻はどうしても娘の卒業式をこの目で！ということで、その番号券

が１０時配布開始のところ、私は９時から並びました。 

並ぶと言っても寒空の下、凍えながらではなく、併設された体育館の中に整然と

並べられていたイスに座ってということで、また大型のストーブもあってとても助かり 

ました。私は２５番目だったのですが、私のように一人で夫婦分、場

合によっては家族分ということもあり、１時間待って５０番目くらいの

座席券をゲットすることができました。 

式典が１３時からなので、まだ３時間あります。（２枚目へ→） 
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■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 学校の周りに休憩できるようなところもないので、その席に座ったままネ

ットで新聞を見ながら過ごしていました。しばらくして、妻とは合流できましたが、娘

は卒業をする仲間たちとの記念撮影に夢中で合流してもらえず、そのまま、１２時

に開場となり、私と妻は移動して式典会場の席に着きました。 

１２時半になると学生たちも席に着き、時間通り１３時から式典が始まりました。

卒業証書は代表者だけがいったん受け取り、１４時半に終了。その後、各クラスに

戻って証書をもらい、別れを惜しむ学生同士の記念撮影などがしばらく続き、娘と

やっと合流できたのは１６時半過ぎ。そこから娘は友達と食事ということで、妻と私

はふむふむと言って、娘の荷物係として学校をあとにしました。 

家に到着したのは１８時頃。ちょうど母が家にいまして、温かい緑茶を入れてくれ

たのですが、それを飲んだときに、とくに親として何かしたわけでもないのですが、

なんだか、ほっとした気分になりました。 

その後、娘はお友達との食事で夜が遅くなり、袴をはいているので汚れてもいけ

ないということでお迎えコールがあり、２２時過ぎに駅まで迎えに行って、そして、家

に帰ってきた私は、ようやく解放され、ビールを飲んでほっとしました（笑）。 

一点、親子３人で一枚は記念に写真を撮ろうと思っていたのですが、それに応じ

てもらえなかったことが心残りではありますが、それでも、４年間きちんと学校に通

い、卒業できたということに対するおめでとうという気持ちと、この春には本人がもと

もとなりたかった保育士になり、地元の私立の保育園に就職ということで、まずは、

親としての役目は一区切りかなと、そんな意味でほっとした一日となりました。 

卒業式の翌日、着物の返却日で、横浜駅近くの店舗への返却だ

ったのですが、娘本人はバイトがあるということを理由に、その返却

に私が行くことになりました。私も親の役目を卒業できたと思ったの

ですが、この先もいろいろ頼まれそうです・・・（汗）。米山 

大森 米山 


